
MIS32-04 会場:304 時間:5月 24日 09:45-10:00

完新世におけるバルト海の河口域堆積物を用いた古環境復元（Exp. 347）
Holocene sedimentation in estuaries of the Baltic Sea (Exp. 347)
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国際深海掘削計画 (IODP)の Exp.347航海において、Angermanalven河口の２カ所のサイトで掘削が行われた。１万年
前にスカンジナビア氷床の退氷がおきたとされるサイト M0061と M0062は、年縞がよく保存されているという特徴が
ある。これまで、現生の年縞の形成過程について研究した先行研究によると、AD1907?AD1977に形成された平均年縞幅
と河川流量の相関が高いということが分かっている。そこで本研究のサイト M0061と M0062では、より長い堆積シー
ケンスから年縞幅などを用いて過去の河川流量を復元し、古環境を復元することが目的である。
この発表では、M0062の予察的な結果を紹介する。サイトM0062では 36メートルの堆積シーケンスを確認し、２つ

の岩相単位に分けられることがわかった。より下位の Unit2（17.09-35.9　mbsf）は、淘汰の良い砂層からなっており、
氷河性の河川堆積物であることが岩相から明らかとなった。また、上位の Unit 1 (0-17.09 mbsf)では、氷河性の年縞堆積
物から氷河性の河川堆積物、更に氷河性の汽水および海洋堆積物へと遷移する様子が捉えられている。これまでに最上
部１８ mについては、粒度分析および元素分析を 0.3-0.5mおきに行った。また最上部の 26mについては、1cmの間隔
で XRFスキャナによる元素分析を行った。さらに特定の部位については 1mm間隔での高分解能の分析を行っている。
本講演ではこれまでの取得データを紹介するとともに、バルト海沿岸における最終退氷期および完新世の古環境復元

について、得られつつある知見について発表する予定である。
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